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平
成
17
年
６
月
、
世
界
遺
産
登

録
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
お
う
と
、
石
見
銀
山
協
働
会

議
（
任
意
団
体
）
を
設
立
。
会
議

を
重
ね
、
多
い
と
き
に
は
２
０
０

人
の
参
加
者
と
行
政
が
話
し
合

い
、
翌
年
３
月
に
「
石
見
銀
山
行

動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

石
見
銀
山
行
動
計
画
は
、「
保

存
管
理
」「
調
査
研
究
」「
情
報
発

信
」「
受
入
」「
活
用
」
の
５
つ
の

柱
に
基
づ
い
て
事
業
を
計
画
し
た

も
の
で
す
。
中
心
的
な
事
業
と
し

て
は
、
平
成
20
年
に
石
見
銀
山
募

世
界
遺
産
登
録
か
ら
15
年

官
民
協
働
・
基
金
事
業
と
行
動
計
画

　

中
村　

唯
史　
理
事
長

金
委
員
会
を
設
置
し
、
石
見
銀
山

基
金
を
設
立
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
現
在
、
こ
の
基
金
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

毛も
う

利り

元も
と

就な
り

を
祭
る
豊と

よ

栄さ
か

神
社

（
大
森
町
）
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
保
存
修
理
工
事
が
今

年
度
で
完
了
す
る
予
定
で
す
。
当

時
、
柱
が
斜
め
に
な
り
、
氏
子
も

い
な
い
建
物
を
こ
の
先
ど
う
維
持

し
て
い
く
の
か
、
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

建
物
の
修
復
に
は
、
国
な
ど
の
補

助
が
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
の
費

用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
豊
栄
神
社
を
は
じ
め
、

い
く
つ
も
あ
っ
た
懸
案
の
建
物
の

修
復
が
完
了
、
ま
た
は
工
事
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。
基
金
か
ら
の
補

助
は
一
部
で
す
が
、
所
有
者
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
寺
社
の
修
復
は
基

金
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
進
む

こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
見
銀
山
学
習
は
基
金

を
活
用
し
た
事
業
で
最
も
大
事
な

柱
の
一
つ
で
す
。
市
内
の
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
石
見
銀
山

の
価
値
や
歴
史
に
つ
い
て
学
習

し
、
そ
の
際
の
費
用
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。

報告１

【石見銀山行動計画】石見銀
山遺跡の世界遺産登録後に予
測される来訪者の増加に対す
る対応や価値の活用、将来に
引き継いでいく行動指針をま
とめたもの

【石見銀山協働会議】市内外
の200人が参加。分科会で会
議を重ね、「石見銀山行動計
画」を策定

鼎談　左から進行役の中村理事長、パネリストの平岡氏、廣瀬氏、久保田氏

中村理事長

あゆみ
H17　石見銀山協働会議（任意団体）設立
H18　石見銀山行動計画策定
H19　世界遺産に登録
H20　石見銀山募金委員会　設立
H22　NPO法人石見銀山協働会議　設立
H23　石見銀山基金事業　開始
R４　世界遺産登録15周年
R９　世界遺産登録20周年・石見銀山発見500年

基金事業の推移

■認定事業　■銀山学習　■審査事業　■文化財修復

　今年、「石見銀山遺跡とその文化的景観」が世界
遺産に登録されて15周年を迎えるのを記念し、９月
４日、「地域資源を活

い

かす協働のカタチと可能性」
と題したフォーラムを開催しました。
　このフォーラムは、他の実践例を手掛かりとして、

地域資源を活かす協働のカタチと可能性
「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録15周年フォーラム

世界遺産のあり方や地域における石見銀山遺跡を未
来に伝える活動などを考えるきっかけにしようと、
特定非営利活動（ＮＰＯ）法人石見銀山協働会議（中
村唯史理事長）と大田市教育委員会が開催したもの
です。
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こ
の
ほ
か
、
審
査
事
業
は
団
体

や
グ
ル
ー
プ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
で
、
石
見
銀
山
を
活
用
す
る

事
業
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
調

査
や
研
究
、
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
幅
広
い
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
私

は
合
格
点
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

石
見
銀
山
を
守
り
な
が
ら
活
か

し
て
い
く
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
は
、

大
森
・
温
泉
津
地
区
だ
け
が
元
気

に
な
る
形
で
は
な
く
、
大
田
市
全

体
の
こ
と
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
田
市
が
活
か
す
べ
き
歴
史
文

化
と
し
て
石
見
銀
山
は
欠
か
せ
な

い
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
こ
れ

を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
大
田
市
全
体
、
島
根

県
全
体
の
未
来
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
文
化
を
継
承
し
つ

つ
、
活
用
し
て
い
く
―
―
。
そ
し

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
見
銀
山
協
働
会

議
は
、
こ
れ
ま
で
石
見
銀
山
基
金

を
活
用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
支

援
が
中
心
で
し
た
。
今
後
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
主
体
と
な
り
、
石
見
銀

山
な
ど
の
地
域
資
源
を
子
ど
も
た

ち
の
学
習
や
情
報
発
信
に
つ
な
げ

石
見
銀
山
協
働
会
議
の
展
望

る
活
動
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
画
を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
見
銀
山
協
働
会

議（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
９
１
２
３
）

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
１
）

て
地
域
の
未
来
像
を
描
い
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
が
、
こ
れ
か
ら
目

指
す
べ
き
行
動
計
画
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
、
世
界
遺
産
登
録

20
周
年
を
目
標
に
し
て
、
み
ん
な

で
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

津山市歴史まちづくり推進室	 廣瀬　幸子　主任
　津山市の重要伝統的建造物群保存地区では、
若い人が増え、古い建物を活用した店舗やギャ
ラリーなどが増えてきた。周辺地区の住民も一
緒に協議会を結成し、まちづくりなどの活動に
取り組む地区もある。また、地域の中には大学
生が宿泊し、フィールドワークをする施設を民
間が運営している。

津山市文化課	 平岡　正宏　課長
　津山市にある３つの郷土博物館などの文化施
設を小学校で必ず訪れ、学習する。地元の人は、
地元のものがあって当たり前だと思っているが、
当たり前ではなく、誇るべき歴史的資産である
ということを小さい頃に体験して知ることは大
切だと感じる。

島根県立大学地域政策学部	 久保田典男　教授
　協働は「一緒にアクションを起こす」という
こと。その前提として、学生も地域の皆さんも
共通して言えることは、その地域のことを知り、
愛着を持てるかどうかが第一段階。また、地域
のことを知る近道は、誰かに教えることである。
地域に入ってきた学生や観光客に伝えることで、
お互いの理解が深まっていく。

　地域資源を活
い

かした地域の活性化や持続につ
いて、３人が意見を交わしました。

【コンセッション】利用料金の徴収を
おこなう公共施設に、施設の所有権を
公共主体が有したまま施設の運営権を
民間事業者に設定する方式

地域資源を活かす協働のカタチ鼎
てい

談
だん3

　津山市にある城東重要伝統的建造
物群保存地区は、城下町の商家町と
して発展した町並みである。江戸時
代初期に形成された町割を残し、江
戸時代の町家を主体として昭和戦前
期までに建築された出格子窓、虫籠
窓、なまこ壁、袖壁などを使用。意
匠的に優れた伝統的建造物が密度高
く建ち並び、城下町に形成された商
家町の歴史的風致を伝えるとして、
平成25年、重要伝統的建造物群保存
地区に選定された。

まちを元気にする協働のアイデア　旧
きゅう

苅
かん

田
だ

家
け

付
ふ

属
ぞく

町
まち

家
や

群
ぐん

の事例から
岡山県津山市歴史まちづくり推進室　廣瀬　幸子　主任

定や事業展開など、より魅力的な施
設となった。
　この施設では、食事は町並みにあ
る飲食店が提供したり、店舗のイ
メージとなるロゴタイプに地元の高
校生のデザインを採用したり、一棟
の建物にとどまらず広く市民が関
わっている。大きな成果として、世
界的なグルメガイドブックの四つ星
評価を受けることもできた。
　新しい官民協働のスタイルとして、
注目され始めている。

　平成26年からこれまでに50棟の修
理・修景に取り組む。そのうち、国
指定重要文化財の旧苅田家住宅の付
属町家群を改修し、一棟貸しのホテ
ルとして蘇らせた。市は、庁内にプ
ロジェクトチームを立ち上げ、事業
を推進。そして、この施設の管理運
営には、コンセッション方式（公共
施設等運営権制度）を採用した。
　その結果、多くの公共施設で導入
されている指定管理者制度を採用し
た場合は、毎年300万円の支出が必
要となるところ、コンセッション方
式では毎年450万円の収入を得た。
また、20年間という長期の契約で運
営者の意向や自由度により、料金設

講演2

廣
瀬
主
任
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※１　地方公共団体の標準的な状態で通常収入があるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
※２　赤字、資金の不足が生じておらず、比率が算定されないため、「－」表示となります。

■連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字（また
は資金不足額）の標準財政規模に対
する比率で、市全体の赤字の程度を
示しています。

早期健全化基準…17.88％
財政再生基準……30.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

■実質公債費比率
普通会計が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対
する比率で、市の借金の返済額の大
きさの程度を示しています。

早期健全化基準…25.00％
財政再生基準……35.00％

大田市　　12.1％

■実質赤字比率
普通会計を対象とした実質赤字の標
準財政規模※１に対する比率で、普
通会計の赤字の程度を示していま
す。

早期健全化基準…12.88％
財政再生基準……20.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

■将来負担比率
普通会計が将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率
で、市が将来支払っていく負担額の
大きさの程度を示しています。

早期健全化基準…350.00％

大田市　88.3％

　大田市はどの指標においても早期健
全化（経営健全化）基準内であり、財政
状況は健全であるといえます。しかし、
「指標が基準内にあること」が「市の
財政が豊かである」ということを示し
ているわけではありません。毎年、基
金を取り崩しているので、将来への不
安を残す結果となっています。
　今後とも、これらの指標を参考にしな
がら健全な財政運営に努めていきます。

早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準を超えると……それぞれに対応した計画を作成し、
総務大臣などに報告、自主的または国・県の関与のもとに財政健全化をおこなうことになります。

　平成19年６月、自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的に、「地方公共団体の財政の健全化に
関する法律」が施行されました。地方公共団体は、４つの指標である「健全化判断比率」、公営企
業の経営の健全化を判断する指標である「資金不足比率」を公表することが義務付けられました。
　各比率は次のとおりで、監査委員の審査を受け、９月市議会に報告しました。

――すべての指標が健全化基準を下回っています

歳入 歳出 差し引き 市債残高 基金残高
一般会計 289億752 279億2,404 9億8,348 320億1,793 52億7,495

特
別
会
計

国民健康保険事業 42億3,773 41億7,951 5,822 0 1億9,715
国民健康保険診療所事業 5,256 4,997 259 682 1,019
後期高齢者医療事業 12億2,692 12億1,734 958 0 0
介護保険事業 58億7,017 57億4,975 12,042 0 1億3,109
生活排水処理事業 2億3,586 2億3,586 0 6億3,457 9,705
簡易給水施設事業 2,380 2,380 0 0 0
農業集落排水事業 7,077 7,077 0 2億4,349 0
大田市駅周辺土地区画整理事業 6,850 6,710 140 5,074 0

特別会計合計 117億8,631 115億9,410 1億9,221 9億3,562 4億3,548

企
業
会
計

病 院 事 業
収益的収支（税抜） 57億3,204 56億1,912 1億1,292

126億3,540 −
資本的収支（税込） 9億4,726 11億9,465 △2億4,739

水 道 事 業
収益的収支（税抜） 11億1,241 10億6,513 4,728

52億2,870 8,348
資本的収支（税込） 5億1,820 8億9,709 △3億7,889

下水道事業
収益的収支（税抜） 5億9,748 5億9,358 390

66億6,465 2億2,101
資本的収支（税込） 10億1,138 10億1,489 △351

（単位：万円）

健全化判断比率

決 算 の 状 況

■資金不足比率
公営企業における資金不足額の事業
の規模に対する比率で、事業規模で
ある料金収入に対する資金不足の程
度を示しています。

経営健全化基準…20.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）
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令和３年度

決算報告
一般・特別会計の概要

問財政課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8017）

【一般会計・歳入】
　予算現額301億6,498万円に対し
て、調定額298億3,471万円、収入
済額は289億752万円、不納欠損額
1,782万円、収入未済額９億937万円
の決算となっており、収入率は予算
比95.8％、調定比96.9％となってい
ます。
【一般会計・歳出】
　支出済額279億2,404万円、執行率
92.6％となり、翌年度繰越額10億
2,475万円を差し引いた不用額は12
億1,619万円となっています。
【特別会計】
　８ある会計の歳入総額117億8,631
万円、歳出総額115億9,410万円で実
質収支額は、１億9,081万円の黒字
となりました。
【市債残高】
　一般会計における令和３年度末の
市債残高は、前年度末より９億2,320
万円増加しています。特別会計分を
合わせた市債残高は、前年度末より
９億504万円増加し、329億5,355万
円となりました。

財政状況、財政健全化判
断比率の詳細は、市公式
ホームページでも公開し
ています。

詳しくは
ホームページを
ご覧ください

市税
37億5,683万円
13.0%

人件費
46億1,766万円
16.5%

自主財源
60億9,011万円
21.1%

義務的経費
125億4,050万円

44.9%

普通建設事業費
52億7,266万円
18.9%

市債
39億9,570万円
13.8%

国庫支出金
50億3,228万円
17.4%

県支出金
22億8,231万円

7.9%

地方交付税
103億2,095万円
35.7%

依存財源
228億1,741万円

78.9%

投資的経費
58億1,485万円
20.8%

その他
95億6,869万円
34.3%

扶助費
47億1,547万円
16.9%物件費

30億9,886万円
11.1%

補助費等
28億1,872万円
10.1%

繰出金
22億3,734万円

8.0%

公債費
32億737万円
11.5%

負担金及び手数料等
₃億3,224万円
1.2%
繰入金　
₇億9,126万円
2.7%

地方譲与税等
11億2,312万円  3.9%

災害復旧事業費
₅億4,219万円  1.9%

維持補修費
8,625万円  0.3%

積立金
₅億7,204万円  2.1%

その他
₇億5,548万円  2.7%

地方特例交付金
6,305万円  0.2%

その他
12億978万円
4.2%

一般会計　歳入・歳出グラフ

歳入を自主財源と
それ以外の依存財源に分けたグラフ

歳出を義務的な
経費と投資的な経費に分けたグラフ

市ホームページ

歳入
289億752万円

歳出
279億2,404万円
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　このたび、大田市行政相談委員の三
みつ

森
もり

の
り子さんが20年以上にわたる功績により内
閣総理大臣表彰を受賞し、８月18日、その
受賞を市長に報告しました。
　平成13年４月から地域の皆さんの身近な
相談相手として現在も活躍する三森さん。
中でもケーブルテレビを使ったＰＲ活動や
外国人を対象とした相談所の開設など、県
内初となる活動にも積極的に取り組んでい
ます。また、相談件数は年間100件を超え、
特に平成22年からは島根県内の行政相談委
員の中で一番多く相談を受けており、信頼
を集めています。
　三森さんは「行政相談委員を近所のおじ
さん、おばさんだと思って気楽に声をかけ
ていただければ、ありがたい」と笑顔で語
り、市長は「長年お世話いただいたことが
評価され、嬉しい」と受賞を喜びました。

内閣総理大臣表彰祝

問
管
財
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
１
）

　

市
で
は
、
建
設
工
事
の
品
質
と

施
工
者
の
技
術
水
準
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
他
の
模

範
と
な
る
優
良
建
設
工
事
の
施
工

事
業
者
と
優
秀
建
設
技
術
者
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
５
日
、
令
和
３
年
度
に
施

工
さ
れ
た
工
事
の
中
か
ら
５
件
を

選
定
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。

  

表
彰
工
事
、
表
彰
事
業
者
と
表

彰
技
術
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
例
年
開
催
す
る
表
彰
式
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
、
株
式
会
社
宏
田
屋
（
松
江

市
）
か
ら
学
力
・
教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
対
す
る
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
、
同
社
の
関
連
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
山
﨑
組
（
鳥
井
町
）
に
お
い
て
、

感
謝
状
を
贈
呈
。
市
長
は
「
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
大
田
市
の
教
育
へ
の

ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
３
）　

９
月
14
日
、
結
成
か
ら
60
周
年
を

迎
え
る
大
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
杉

谷
孝
雄
会
長
）
か
ら
、
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

10
基
と
学
校
図
書
92
冊
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
を
受
け
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

は
、
第
一
中
学
校
と
第
三
中
学
校
に

設
置
。
学
校
図
書
は
大
田
中
央
図
書

館
に
配
置
し
、
算
数
や
歴
史
な
ど
、

小
・
中
学
生
の
調
べ
学
習
の
た
め
に

貸
し
出
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
（
令
和
３
年
度
完
成
）

大
田
市
優
良
建
設
工
事
表
彰

宏
田
屋
が
大
田
市
を
応
援

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

防
犯
灯
と
学
校
図
書
を
寄
贈

【
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
】　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▽
令
和
２
年
度　

道
路
改
良
工
事　

平
仮
屋
線

　

◎
東
幸
建
設
株
式
会
社　

○
主
任
技
術
者　

有
藤　

薫

▽
令
和
２
年
度　

仁
摩
地
区
道
の
駅　

外
構
工
事

　

◎
東
幸
建
設
株
式
会
社　

○
主
任
技
術
者　

波
多
野
元
基 

▽
仁
摩
地
区
道
の
駅　

建
築
工
事
（
建
築
主
体
）

　

◎
神
門
組
・
藤
井
工
務
店
・
稗
田
産
業
特
別
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者　

有
限
会
社
神
門
組

　

○
有
限
会
社
神
門
組　

監
理
技
術
者　

神
門　

智

▽
仁
摩
地
区
道
の
駅　

建
築
工
事
（
機
械
設
備
）

　

◎
山
陰
ク
ボ
タ
水
道
用
材
株
式
会
社
大
田
営
業
所

　

○
監
理
技
術
者　

中
祖　

邦
彦

▽
志
学
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
（
電
気
設
備
）

　

◎
島
根
電
工
株
式
会
社
大
田
営
業
所

　

○
主
任
技
術
者　

西
村　

篤

表
彰
を
受
け
た
三
森
さ
ん

左
か
ら
石
飛
衛
代
表

取
締
役
、
市
長
、
㈱

山
﨑
組
の
山
﨑
宏
隆

代
表
取
締
役

左から杉谷会長、市長、教育長、胡摩田弘孝大会
委員長、全野孝治幹事
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　市ではハンセン病患者、元患者、回復者とその家族に
対する偏見や差別、補償金の支給などに関する相談窓口
を人権推進課内に設置しました。秘密は固く守ります。

▽支給対象者　平成８年３月31日までの間に「ハンセン
病の発病歴・国内等居住歴のある人」と夫婦、親子、
兄弟などの関係にあったことがあり、現在、生存して
いる人

▽補 償 金 額　「ハンセン病の発病歴・国内等居住歴の
ある人」との関係に応じ、130万円または180万円

平日／₈：30～12：00・13：00～17：15

島根県大田市
Facebookページ

島根県大田市
Youtubeチャンネル

フォローやいいね！をお願いします

☎0854 ‐ 83 ‐ 8038 

林業の次世代を担う
若者と意見を交換

　

８
月
25
日
、
市
内
の
森
林
管
理
を
担
う
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
、
専
門
的
な
技
術
や
資
格
を
持
つ

人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
市
と
大
田
市
森
林
組
合
は
、

島
根
県
立
農
林
大
学
校
林
業
科
（
飯
南
キ
ャ
ン
パ
ス
）

で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
生
25
人
と
大
田
市
森
林
組
合
で
働
く
農
林
大
学

校
の
卒
業
生
、
女
性
の
現
場
職
員
が
参
加
。
学
生
は

林
業
で
働
く
上
で
の
魅
力
や
働
き
始
め
て
苦
労
し
た

こ
と
な
ど
を
質
問
し
、
職
員
は
実
体
験
を
も
と
に
具

体
的
に
答
え
た
ほ
か
、
あ
い
さ
つ
や
体
力
を
身
に
付

け
て
お
く
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

大
田
市
出
身
の
学
生
に
限
ら
ず
、
皆
さ
ん
に
大
田

市
で
の
就
職
を
考
え
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

問
森
づ
く
り
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
８
）

　

よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
へ

の
貢
献
を
め
ざ
す
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
は
、
２
年
前
か
ら
「
地

元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。

そ
の
一
環
で
、「
私
の
地
元
応
援
募

金
」
の
寄
附
活
動
を
全
国
の
自
治
体

で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
21
日
、
目
録
贈
呈
式
が
開
か

れ
、
51
万
５
５
０
０
円
の
寄
附
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
田
市
へ
の
寄

附
は
３
年
連
続
で
、
寄
附
金
は
健
康

増
進
事
業
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

９
月
21
日
、
島
根
県
農
業
協
同
組

合
石
見
銀
山
地
区
本
部
・
全
国
共
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
島
根
県
本

部
・（
一
財
）
島
根
県
農
協
共
済
福

祉
事
業
団
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
12
基

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
あ
わ
せ
、
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
各
市
町
村

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

市
長
は
「
地
元
か
ら
の
要
望
も
あ

る
た
め
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄
贈

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
の

瀬
戸
康
弘
松
江
支
社
長（
左
）

島
根
県
農
業
協
同
組
合
石
見
銀
山
地

区
本
部
の
川
上
隆
本
部
長（
右
）

林業従事者は経験を学生に伝えました

ハンセン病問題
市民相談窓口を設置

ハンセン病元患者家族に対する補償金
　請求期限　令和６年11月21日㈭

問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8006）
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市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
明
る
く
元
気
な
「
お
お
だ
」
を

創
り
あ
げ
る
「
共
創
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

皆
さ
ん
と
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
信
頼
関
係
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
が
で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
・
団

体
で
の
「
市
長
と
語
る
会
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
と
も
に
語
り
合

い
、
元
気
で
魅
力
あ
る
「
お
お
だ
」

と
も
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う

「
市
長
と
語
る
会
」
実
施
団
体

　

９
月
22
日
、
久
屋
小
学
校
の
児

童
が
大
屋
町
を
め
ぐ
る
遠
足
に
出

か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

大
屋
町
出
身
で
作
詞
家
の
林
春
生

さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
る
看
板
を

見
学
。
春
生
さ
ん
の
功
績
や
同
級

生
か
ら
子
ど
も
の
頃
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
県
指
定
の
天

然
記
念
物
で
、
日
本
遺
産
「
石
見

の
火
山
が
伝
え
る
悠
久
の
歴
史
」

の
構
成
文
化
財
で
あ
る
「
鬼
村
の

鬼
岩
」
へ
。
鬼
岩
へ
登
っ
た
り
、

福
光
石
を
磨
い
て
色
付
け
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
石
づ
く
り
を
体
験
し

た
り
し
ま
し
た
。

日
本
遺
産
構
成
文
化
財

遠
足
で
鬼
岩
へ

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
】

▽
対
象　

グ
ル
ー
プ
単
位
（
５
～

15
人
程
度
）
市
内
で
活
動
す
る

グ
ル
ー
プ
・
各
種
団
体
な
ど

▽
会
場　

グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
活

動
拠
点
な
ど

▽
申
込　

電
話
で
予
約

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
６
）

募集

地域の人に教えてもらい、石を磨きました

　不妊治療の生殖補助医療を新たに助成対象と
し、助成期間の年数制限も撤廃。また、不育症
治療の助成も新設しました。

※１　保険適用の対象に準じ、対象年齢と回数は１子につき40歳未
満が通算６回、40歳以上43歳未満は通算３回。年齢は治療期間初日
の女性の年齢
※２　一治療期間とは、妊娠後に不育症治療を開始した日から出産

（流産または死産を含む）により当該治療が終了するまでの期間 　「不妊や不育の検査や治療について知り
たい」「治療と仕事の両立が難しい」など、
不妊・不育症などに関する相談を電話や
メール、面接でできます。

☎070 ‐ 6690 ‐ 5848
月・火・水・金・土／10時～16時

しまね妊娠・出産相談センター

申請　子ども家庭支援課の窓口または郵送
詳しくは、市ホームページをご覧ください。申請
書をダウンロードできます。
申・問子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）

不妊・不育症治療費を助成
一般不妊治療 生殖補助医療（拡充） 不育症治療（新設）

助 成 内 容 タイミング療法
人工授精　など

体外受精
顕微授精　など

流産や死産を繰り返す場合の治
療

対象者の要件

①不妊・不育症治療が必要であると診断を受け、医療機関で治療を受けている人
②市内に住所を有する夫婦（法律上の婚姻関係にある人。いずれか一方が市内に住所を有する場合

を含む）
③夫および妻が医療保険の被保険者、組合員または被扶養者である人
④他の市町村から助成の対象の治療費に対する同種の助成金の給付を受けていない人

対 象 費 用

継続治療中の人は令和４年
３月以前の治療費も対象

令和４年４月以降の治療費

不妊治療に要した費用の本人負担額
（保険適用に限る）

不育症の治療に要した
本人負担額

年 数 制 限 年数制限なし ※１ 年数制限なし

助 成 額 上限15万円／年 上限５万円／一治療期間※２
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皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
私
は

今
年
の
４
月
に
大
田
市
立
病
院
の

外
科
へ
赴
任
し
ま
し
た
井
上
圭
亮

と
申
し
ま
す
。

　

出
身
は
出
雲
市
平
田
町
で
す
が

ま
だ
大
田
市
立
病
院
が
新
病
院
と

な
る
前
か
ら
、
実
習
や
研
修
で
大

田
圏
域
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
・
研

修
医
の
こ
ろ
に
地
域
で
求
め
ら
れ

る
外
科
医
の
姿
を
見
て
学
び
、
今

こ
う
し
て
大
田
市
立
病
院
で
外
科

医
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
外
科
で
は
、
一
般
外
科

と
し
て
消
化
器
外
科
を
中
心
に
、

乳
腺
外
科
や
内
分
泌
外
科
な
ど
の

疾
患
に
つ
い
て
も
検
査
や
治
療
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
急
性
虫ち

ゅ
う

垂す
い

炎
や
急
性
胆た

ん

嚢の
う

炎
な
ど
の
手
術
を

要
す
る
急
性
腹
症
に
つ
い
て
は
、

緊
急
手
術
を
含
め
て
迅
速
に
対
応

し
、
救
命
・
症
状
緩
和
に
努
め
て

い
ま
す
。
消
化
器
癌が

ん

や
乳
癌
な
ど

の
悪
性
腫し

ゅ

瘍よ
う

に
つ
い
て
は
、
科
内

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
会
議
）
で

治
療
方
針
を
検
討
し
、
手
術
や
化

学
療
法
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

良
性
疾
患
・
悪
性
疾
患
と
も
に

お
腹
の
中
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
る
腹ふ

く

腔く
う

鏡き
ょ
う

下
で
の
手
術
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
体
表
か
ら
の

手
術
が
主
だ
っ
た
鼠そ

経け
い

ヘ
ル
ニ
ア

の
手
術
に
も
、
根
治
性
の
向
上
・

術
後
疼と

う

痛つ
う

の
軽
減
を
図
る
べ
く
、

腹
腔
鏡
下
手
術
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
腹
腔
鏡
手
術
を
含
む
さ
ま
ざ

ま
な
治
療
も
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
よ
り
そ
の
選
択
肢
が
広
が

り
ま
す
。

　

病
気
や
手
術
に
対
す
る
不
安
を

抱
き
な
が
ら
も
当
院
を
受
診
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
、
誠
心
誠
意
を
込
め
て
診
療
い

た
し
ま
す
の
で
、
何
か
あ
れ
ば
ご

相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

ドクターコラム

市立病院の外科のご紹介

大田市立病院

外科医員
井上　圭亮　医師

　２・３歳児の子どもたちは、１歳児ごろに比べて行動範囲がグンと広がり、いろいろな動き
ができるようになります。ボールを投げたり、小走りしたり、両足ジャンプをしたり、滑った
り、鉄棒にぶら下がったり……。室内でできる簡単な運動遊びをご紹介します。

子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8196）
子育て支援センター
・大　田（☎0854 ‐ 82 ‐ 1791）
・仁　摩（☎0854 ‐ 88 ‐ 4933・9100）
・温泉津（☎0855 ‐ 65 ‐ 2075）

運動遊び（２・３歳児）

元気ですこやか　おおだっ子

　大人が床に座って足を広げます。
広げた足に引っかからないよう子
どもが両足ジャンプします。

　大人も子どもも両足を広げて向
かい合って座ります。足の間で
ボールを転がして遊びます。

　大きなビニール袋に新聞
紙を詰めたり、風船を入れ
たりして、投げて遊びます。

けががないように広いスペースを作ってから遊びましょう。
「すごいね！」「上手！」などと言葉をかけるとお子さんのやる気がアップしますよ！

　ペットボトルにシールやテープ
を貼り、オリジナルのピンを作り
ます。ボールを転がし、当てて楽
しみます。

　風呂敷などの大きめの布を投げた
り、受けたりして遊びます。結び目
を作ったり、布の素材を変えたりす
ると違った動きを楽しめます。素材
が軽いものだと、上から落としたと
きにゆっくり落下するので、受けや
すいです。

両足ジャンプをしよう！

ボール転がしをしよう！

大きなビニール袋で

大きな布を投げてみよう！

ペットボトルでボーリング 

新
聞
紙

風
船
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こんにちは

保健師です がん予防のためにがん予防のために

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

早めにがん検診を受けましょう
健康管理今月の「＋

プラス

１
ワン

」

　がんは、日本人の死因の第１位です。２人に１人ががんになり、３人に１人ががんで
亡くなるという時代です。大田市でも死因の第１位は、がんによるものです。
　がんは誰もがかかる可能性のある身近な病気です。がんの原因の多くは、たばこや飲
酒、食事などの生活習慣にかかわるものだと分かっています。また、禁煙をはじめとし
た生活習慣の改善で、がんを予防できることも分かってきました。

　たばこを吸う人は吸わない人に比べて、がんになるリ
スクが約１.５倍高まります。たばこを吸う本人だけで
なく、周囲の人にも影響があります。
・たばこを吸う人は禁煙、吸わない人は

たばこの煙をできるだけ避けましょう

　「毎日食べる物」「毎日すること」に偏りがないかどう
か点検しましょう。あれば改善するよう、ストレスにな
らない範囲で工夫してみましょう。

　がんは早期発見・早期治療により、かなりの確率で治
せる病気となっています。しかし、がんは自覚症状がな
いまま進行していくため、早く見つけるためには、定期
的ながん検診の受診が大切です。

・偏りなくバランスよく食べましょう
・野菜は不足しないよう350ｇ（両手にたっぷり３杯）

取りましょう
・塩分は１日あたり男性7.5ｇ未満、女性6.5ｇ未満を目

標に、控えましょう

・体操やウォーキングなど、日頃
から身体を動かすことを心がけ
ましょう

・今より１日10分、運動する時間
を増やしましょう

対象の人は、がん検診を受診しましょう。
気になる症状がある場合は、医療機関を受診しましょう。

・お酒は適度な飲酒量にしましょう
・毎日飲む人は、いずれかの量までにとどめましょう
【適度な飲酒量】（女性・高齢者は半分）
　日本酒　　１合　　ビール　500ml
　焼酎25％　100ml

検　診 対　象 受診間隔
胃がん検診

40歳以上 年１回肺がん検診
大腸がん検診

子宮頸がん検診 20歳以上
２年に１回

乳がん検診 40歳以上

【市が実施するがん検診】

生活習慣の改善で、がん予防に心がけましょう

がん検診でがんの早期発見・早期治療をしましょう

がんを予防するポイント１がんを予防するポイント１

がんを予防するポイント２がんを予防するポイント２

喫煙

飲酒 適度に運動、適切な体重

バランスのとれた食事
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健康ガイド11月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

がん検診（集団）

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 - 21 - 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 - 20 - 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

種　類 日時・場所 対象者など

☆大腸がん検診
（容器配布）
個人通知なし
事前申込不要

１日㈫~15日㈫ ₉：00～17：00 市役所　健康増進課 40歳以上
◎自己負担金　400円
・２日間の便を容器に取る検査10日㈭ 13：30～15：00

17：30～19：00 大田市民会館

22日㈫ ₉：00～16：00 仁摩保健センター

25日㈮ ₉：00～12：00 温泉津支所

☆子宮頸がん検診
事前申込不要 10日㈭ 13：30～15：00

17：30～19：00 大田市民会館

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,000円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,000円

☆乳がんマンモ
グラフィ検診
完全予約制

₇日㈪ ₉：30～11：30
13：30～15：30

大田市民会館

40歳以上の女性（₂年に１回）
◎自己負担金　1,500円
・２方向撮影
・予約先
　健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）10日㈭

₉：30～11：30
13：30～15：30
17：00～19：00

29日㈫ ₉：30～11：30
13：30～15：30

11月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 ₉日㈬ ₉：30～11：00

仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談 母子健康手帳・バスタオル

離乳食教室
（前期） 15日㈫

10：00～11：30
受付₉：45～

対象／生後₈か月頃までの乳児
とその保護者 母子健康手帳・バスタオル

おむつ・お子さんの飲み物育児教室
（後期） 18日㈮ 子育てトーク・絵本読み聞かせ

など（妊婦さんも大歓迎）

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）へお申し込みください。
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中央図書館　　☎0854 - 84 - 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 - 88 - 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 - 65 - 2177　10：00～18：00

11月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 １ ２ ３ ４ ⑤

⑥ ７ ８ ９ 10 11 ⑫

⑬ 14 15 16 17 18 ⑲

⑳ 21 22 23 24 25 �

� 28 29 30

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

おすすめの本

図書館 行　　　事 日　　　　　　　時

中　央

おはなし会 12日㈯・26日㈯ 14：00～14：20

ストーリーテリング 19日㈯ 14：00～14：20

古文書を読む会 19日㈯ 14：00～16：00

仁　摩

おはなし会 19日㈯ 10：15～10：45

出雲養護学校
邇摩分教室　作品展

10日㈭～28日㈪

◇行事と企画展

◇展示テーマ

『掬
すく

えば手には』　瀬尾まいこ／著
講談社（中央図書館所蔵）

　運動も勉強も何もかもが、ちょうどまんなか、まったく
もって普通のぼくは、あるとき、人の心が読めることに気づ
き……。その能力を生かし、不安や迷いを抱えている人の気
持ちに寄り添い、接する青年の周りの人々や不思議な声との
交流、そして切ないけれど明日へと続く別れに、心が温かく
なる物語です。

中央図書館　「はたらく人たち」
仁摩図書館　「秋の味覚を求めて」

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

「石見銀山で
ブラタモリ！」

　
「
地
元
に
い
て
も
知
ら
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
」「
勉
強
に
な
っ

た
」
と
の
多
く
の
声
が
聞
か
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
「
ブ

ラ
タ
モ
リ
石
見
銀
山
編
」。

　

今
回
は
、
放
映
後
、
特
に
多
く

寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
つ
い
て
お
答

え
し
ま
す
。

　

７
月
上
旬
に
１
日
で
収
録
し
ま

し
た
。

　

多
く
の
人
に
撮
影
日
を
知
ら
れ

て
し
ま
う
と
、
町
が
普
段
と
異
な

る
様
子
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
た
め
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
進
行
台
本
は
あ
り

ま
す
が
、
タ
モ
リ
さ
ん
に
台
本
は

あ
り
ま
せ
ん
。
完
全
に
現
場
で
の

受
け
答
え
で
す
。

　

こ
の
番
組
に
は
、
視
聴
者
と
全

く
同
じ
感
覚
で
タ
モ
リ
さ
ん
に
情

報
を
伝
え
た
い
と
の
番
組
方
針
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
録
の

お
よ
そ
３
か
月
前
か
ら
収
録
直
前

ま
で
、
地
元
放
送
局
を
中
心
と
し

た
関
係
者
で
説
明
内
容
の
台
本
を

練
り
に
練
り
ま
す
。
ど
う
説
明
す

れ
ば
わ
か
る
の
か
、
ど
ん
な
言
葉

を
選
べ
ば
よ
い
の
か
…
…
。
簡
潔

に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
事
実
と
違
う

説
明
に
な
り
、
反
面
、
詳
し
く
解

説
す
れ
ば
難
解
に
な
る
…
…
。

　

こ
う
し
た
研
究
者
が
分
か
り
や

す
い
言
葉
で
解
説
す
る
双
方
向
の

活
動
を
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」

と
い
い
ま
す
。
調
査
研
究
の
成
果

を
ど
う
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
の

か
、
近
年
、
国
際
的
に
も
そ
の
重

要
さ
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
地
質
学
会
表
彰
、
地
盤
工

学
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
「
ブ
ラ
タ

モ
リ
」。
案
内
人
が
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
な
が
ら
答
え
を
促
し
、

タ
モ
リ
さ
ん
ご
本
人
が
解
き
明
か

し
て
納
得
し
て
い
く
―
―
。
そ
の

や
り
取
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る
人

気
番
組
の
秘
訣
、
お
わ
か
り
に
な

ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
１
．
収
録
時
期
・
行
程

Ｑ
２
．
な
ぜ
、
事
前
に
地
元
へ

知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

Ｑ
３
．
タ
モ
リ
さ
ん
に
は
台
本

が
あ
っ
た
の
か

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第７回
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きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

　

８
月
22
日
、
島
根
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会
連
合
会
浜
田
ブ
ロ
ッ

ク
第
１
３
２
回
研
究
集
会
兼
第
三
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

兼
お
お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
第
三
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
サ
ン

レ
デ
ィ
ー
大
田
で
開
催
し
、
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
解
放
社
会
学
研
究
所
の
江
嶋
修
作
所
長
を
招
き
、「
も

う
少
し
だ
け
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
～
人
権
の
『
世
界
の
流
れ
』
に
追

い
つ
く
た
め
に
～
」
と
題
し
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
講
演
会
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

各
国
の
男
女
格
差
を
数
値
化
す

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に

お
け
る
日
本
の
順
位
は
、
１
４
６

か
国
中
１
１
６
位
（
２
０
２
２

年
）。「
こ
ん
な
日
本
は
恥
ず
か
し

い
―
―
」。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

の
前
会
長
の
女
性
差
別
発
言
や
、

国
会
議
員
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＊
１

に

対
す
る
問
題
発
言
な
ど
、
世
界
の

中
で
日
本
の
人
権
に
対
す
る
意
識

は
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
差
別
は
ほ
っ
て
お

か
れ
て
お
り
、
人
権
問
題
の
中
に

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
が
あ
る

こ
と
は
皆
わ
か
っ
て
い
る
が
、
い

ま
だ
に
結
婚
話
の
と
き
に
親
戚
の

中
に
「
身
元
を
調
べ
て
い
る
か
」

と
の
差
別
発
言
が
あ
る
。

　

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
は
、

同
和
地
区
内
の
人
よ
り
地
区
外
の

人
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
日
本
の
恥
で
、

教
育
や
マ
ス
コ
ミ
は
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。

　

島
根
県
の
学
校
の
先
生
は
「
ま

じ
め
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

島
根
県
の
若
者
に
「
学
校
の
同
和

教
育
は
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
聞
く

と
、「
暗
く
て
・
硬
く
て
・
繰
り

返
し
」
だ
と
言
わ
れ
る
。

　

結
婚
時
、
身
元
調
査
の
話
が
出

て
き
た
際
に
、
誰
も
が
何
も
言
え

な
い
の
は
い
け
な
い
。
誰
か
が

「
そ
ん
な
こ
と
は
駄
目
だ
」
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

何
で
今
こ
こ
に
差
別
が
あ
る
の

か
？　

と
聞
か
れ
た
と
き
に
、「
お

前
は
、
ま
だ
子
ど
も
だ
か
ら
分
か

ら
ん
。
大
人
に
な
っ
た
ら
分
か
る
」

と
答
え
る
の
は
良
く
な
い
。「
今

で
も
理
由
も
な
く
差
別
を
す
る
人

が
い
る
か
ら
」
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
に
差
別
と
の
闘

い
方
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
心
の
道
徳
話
を
し
て
差
別

が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
だ
け
差
別
を
な
く
す
た
め
の
教

育
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
若
い

先
生
に
苦
し
い
思
い
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

　

差
別
は
、
今
こ
こ
で
起
き
て
い

る
。
人
間
関
係
の
中
で
ど
う
す
る

の
か
？　
「
い
じ
め
」
は
、
数
年

た
っ
て
も
な
く
な
ら
な
い
。
人

権
・
同
和
問
題
も
同
じ
こ
と
で
あ

る
。

　

日
本
で
は
昔
、「
つ
き
も
の
差

別
」
が
約
30
種
類
あ
っ
た
。
現
在

で
も
残
っ
て
い
る
の
は
、
島
根
県

の
「
キ
ツ
ネ
つ
き
」
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
島
根
県
の
皆

さ
ん
が
、
ど
う
思
う
の
か
が
大
切

で
あ
る
。

　

差
別
（
い
じ
め
）
は
、「
す
る

側
が
人
と
し
て
恥
ず
か
し
い
」
こ

と
で
あ
る
。
差
別
や
い
じ
め
を
す

る
こ
と
は
、
自
分
の
中
に
溜
ま
っ

た
マ
イ
ナ
ス
感
情
を
吐
き
出
す
た

め
の
行
為
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
誰

か
を
差
別
、
い
じ
め
る
こ
と
は
「
醜

い
」「
哀
れ
な
」「
汚
ら
し
い
」
行

為
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
人
間
と
し
て
恥
ず
か

し
い
行
為
で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん

に
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
身
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

ど
う
伝
え
る
か
を
考
え
た
場
合
に

方
法
や
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

今
で
も
学
校
に
お
い
て
、
渋
染

一
揆
＊
２

を
題
材
と
し
て
同
和
教

育
を
し
て
い
る
が
、
昔
の
こ
と
を

い
く
ら
言
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち

は
思
い
入
れ
が
な
い
の
で
無
駄
で

あ
る
。

　

あ
る
大
学
の
先
生
の
講
演
会
で

は
、
７
～
８
割
の
参
加
者
が
寝
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
講
演
会
で
は

駄
目
で
あ
る
。
参
加
者
が
同
和
問

題
（
部
落
差
別
）
を
嫌
う
よ
う
に

な
り
、
そ
し
て
、
同
和
地
区
住
民

を
嫌
う
よ
う
に
な
る
。

　

先
生
の
中
に
は
「
命
を
か
け
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
人
が

い
る
が
、
実
際
に
は
命
を
か
け
て

い
る
人
は
い
な
い
。
差
別
に
命
を

か
け
る
必
要
は
な
く
、
差
別
か
ら

逃
げ
て
も
良
い
の
で
あ
る
。

世
界
に
お
け
る
日
本
の
状
況

学
校
の
先
生
に

お
願
い
し
た
い
こ
と

な
ぜ

差
別
が
残
っ
て
い
る
の
か

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

講
師
の
江
嶋
所
長

＊１　ＬＧＢＴＱ　レズビアン（女性同性愛
者）・ゲイ（男性同性愛者）・バイセクシュアル（両
性愛者）トランスジェンダー（体の性と心の性
が異なる人）・クエスチョニング（性的指向や
性自認が定まっていない人）などの性的少数者

＊２　渋
しぶ

染
ぞめ

一
いっ

揆
き

　1855年12月に岡山藩が出した
被差別部落の人の衣類を、渋染めか藍染めに限
定する御触書を撤回するために被差別部落の
人々が行動を起こした身分差別反対一揆
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市　勢
（令和４年10月１日現在）

○人　口　32,891人　　（△　44）
　・男　　15,801人　　（△　28）
　・女　　17,090人　　（△　16）
○世帯数　15,553世帯（　　　6）
○出生数　　　11人
○死亡数　　　52人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

い
人
も
、
申
請
に
よ
り
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を

受
け
た
場
合
は
、
税
法
上
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
主
治
医

意
見
書
な
ど
を
も
と
に
審
査

し
、「
身
体
障
が
い
者
ま
た
は

知
的
障
が
い
者
に
準
じ
る
人
」

と
し
て
認
め
ら
れ
る
人

※　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

す
べ
て
の
人
が
、
必
ず
対
象
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

継
続
し
て
控
除
を
受
け
る
に

　

大
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
よ
り
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域

と
し
て｢

農
用
地
区
域｣

が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な

ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
な
ど

　

小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
の
所
有

者
は
、
道
路
を
走
る
、
走
ら
な
い

に
関
係
な
く
、
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）の
申
告
を
し
て
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
（
標
識
）
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

買
い
替
え
や
新
た
に
取
得
さ
れ

た
人
は
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
小
型
特
殊
自
動
車
と
は

・
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
車

（
ト
ラ
ク
タ
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）

※　

農
耕
ト
ラ
ク
タ
で
け
ん
引
す

る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
（
マ

ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
、
ス
プ
レ
ー

ヤ
な
ど
）
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。

・
一
定
の
規
格
内
の
特
殊
自
動
車

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

▽
交
付
に
必
要
な
も
の

・
メ
ー
カ
ー
名
、
車
台
番
号
な
ど

が
わ
か
る
も
の
（
販
売
証
明
書

な
ど
）

・
届
出
者
の
本
人
確
認
書
類
（
自

動
車
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
人
以

外
が
申
告
を
す
る
場
合
、
使
用

者
お
よ
び
所
有
者
の
は
ん
こ
が

必
要
で
す
（
法
人
名
義
で
登
録

す
る
と
き
は
法
人
の
代
表
者

印
）

▽
交
付
申
請
場
所

・
税
務
課
市
民
税
係

・
温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

・
仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

の
承
認
）
が
必
要
で
す
。

　

農
地
が
該
当
区
域
に
あ
た
る
か

ど
う
か
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課

か
、
各
地
区
の
農
業
委
員
宅
に
あ

る
「
農
用
地
区
域
」
図
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

変
更
を
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月

１
日
㈫
か
ら
30
日
㈬
ま
で
に
、
農

林
水
産
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
１
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
５
）

は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
方
法

申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
３
）

所
得
税・住
民
税
上
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

農
用
地
区
域
の
変
更
は

11
月
30
日
ま
で

小
型
特
殊
自
動
車
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
を

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
払
い

を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
売
払
い
予
定
物
件

①
大
田
町
大
田
イ
９
４
９
番
２

（
土
地
）
／
宅
地
／
公
募
面
積

４
７
３
・
80
㎡
／
旧
検
察
庁
宿

舎
跡
地

②
大
田
町
吉
永
１
５
７
２
番
２
ほ

か
２
筆
（
土
地
）
／
宅
地
ほ
か

／
公
募
面
積
４
２
４
・
49
㎡
／

旧
柳
ヶ
坪
住
宅
残
地

③
温
泉
津
町
井
田
ロ
２
４
８
番
２

（
土
地
）
／
宅
地
／
公
募
面
積

７
５
５
・
28
㎡
／
旧
井
田
診
療

所
跡
地

④
温
泉
津
町
湯
里
１
３
０
７
番
５

（
土
地
）
／
宅
地
／
公
募
面
積

９
２
３
・
66
㎡
／
旧
西
部
消
防

署
⑤ 

旧
西
部
消
防
署
（
家
屋
）
／

鉄
骨
造
一
部
木
造
／
事
務
所
／

実
測
２
７
７
・
00
㎡
ほ
か

▽
入
札
予
定
日
時

　

11
月
21
日
㈪
９
時
30
分
～

　

受
付
／
９
時
～
９
時
20
分

▽
入
札
会
場

　

市
役
所
２
階
第
２
会
議
室

▽
現
地
説
明
会

希
望
者
の
み
実
施
（
11
月
11
日

㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※　

物
件
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
管
財
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
８
）

市
有
地
な
ど
の
売
払
い
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令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市
で

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど

ん
な
仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
４
日
㈮
・
18
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

大
田
商
工
会
議
所

▽
対
象　

60
歳
以
上

▽
定
員　

先
着
15
人

▽
参
加
費　

無
料

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

▽
日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

　

伐
採
し
た
後
の
残
っ
た
杉
を
活

用
し
、
薪
割
り
機
で
薪
を
割
っ
て

無
料
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
日
時　

11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

11
月
1
日
の
「
灯
台
記
念
日
」

の
行
事
と
し
て
、「
大
岬
灯
台
」

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

灯
台
施
設
内
部
や
踊
り
場
か
ら

の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
29
日
㈯

　
　
　
　

11
時
～
15
時

　
（
予
備
日　

10
月
30
日
㈰
）

▽
場
所　

五
十
猛
町
大
浦
（
五
十

猛
漁
港
か
ら
徒
歩
10
分
）

問
浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

（
☎
０
８
５
５
‐
27
‐
０
７
７
２
）

▽
場
所　

三
瓶
町
池
田
地
区
内

▽
定
員　

20
人

▽
参
加
費　

無
料

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
銀
林
の
恵
み
森
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
伊
藤
☎

０
９
０
‐
６
４
０
２
‐
５
２
４
２
）

薪
割
り
体
験
会

大
岬
灯
台
　
一
般
公
開

催
　
　
し

▽
日
時　

11
月
19
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
オ

カ
ン
」（
２
０
１
１
年
／
74
分
）

▽
内
容　

何
も
打
ち
込
ん
だ
こ
と

の
な
か
っ
た
専
業
主
婦
が
、
ス

ト
レ
ス
解
消
と
し
て
始
め
た
ボ

ク
シ
ン
グ
を
通
し
て
、
従
来
の

自
分
を
見
つ
め
直
し
幸
せ
を
つ

か
も
う
と
す
る
姿
を
描
く
（
出

演
／
中
澤
裕
子
、
竹
原
慎
二
ほ

か
）

▽
定
員　

70
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
入
場
料　

無
料

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

　

江
戸
時
代
の
石
見
銀
山
領
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
三
十
三
所
観
音

巡
礼
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

▽
会
場　

大
田
市
民
会
館

▽
内
容

①
「
真
宗
地
帯
石
見
の
宗
教
事
情
」

　
　

講
師　

小
林
准
士
さ
ん

　
　
（
島
根
大
学
教
授
）

②
「
風
変
わ
り
な
巡
礼
、
六
十
六

部
廻
国
」

　
　

講
師　

鳥
谷
芳
雄
さ
ん

（
島
根
史
学
会
会
員
）

▽
定
員　

１
０
０
人

▽
参
加
費　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
重
要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅

（
☎
０
８
５
４
‐
89
‐
９
０
０
３
）

石
見
銀
山
領
33
カ
所
巡
り

魅
力
発
見
講
演
会

　アワビ・ナマコを取り扱う事業者は11月
30日までに県などへ届出が必要です。
〇対象者
①アワビ・ナマコを採捕、譲り渡しをする

事業者（漁業者）
※　全量を自身が所属する漁協へ出荷する
場合は対象外です。
②アワビ・ナマコを販売、加工などをする

事業者
※　全量を消費者へ直接販売・提供する小
売店、飲食店、宿泊施設などは譲り受け時
の記録の作成、保存のみ必要です。
※　そのほか、取引記録の作成・保存が必
要です。

密漁品は流通させない

介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案
内することはありません。不審な場合は、
介護保険課へお問い合わせください。

問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！

ATMに
行って！は 詐

さ

欺
ぎ

【受付時間】
平日／19：00～翌朝₉：00
土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00

（東京都内までの通話料が必要）

子ども医療電話相談

＃８０００
つながらない場合
☎03 ‐ 3478 ‐ 1060

問島根県西部農林水産振興センター
水産課（☎0855 ‐ 29 ‐ 5632）
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◇
衛
生
的
な
食
肉
料
理
講
習
会

▽
日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

▽
メ
ニ
ュ
ー

　

家
庭
で
気
軽
に
作
れ
る
肉
料
理

◇
食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

12
月
９
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

▽
メ
ニ
ュ
ー

肉
料
理
２
品
と
パ
ン
ま
た
は
ご

は
ん

い
ず
れ
も

▽
会
場　

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人

◇
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

▽
日
時　

11
月
５
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▽
作
品　

う
さ
ぎ
の
張
り
子

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

４
２
０
０
円

（
材
料
費
込
み
）

申
・
問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

　

保
育
士
資
格
（
取
得
見
込
含

む
）
を
有
す
る
人
で
、
保
育
士
と

し
て
就
職
を
希
望
す
る
人
ま
た
は

保
育
所
な
ど
に
就
業
中
の
保
育
士

で
、
正
規
職
員
を
目
指
す
人
を
対

象
に
、
保
育
現
場
に
お
け
る
必
要

な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容

Ａ
コ
ー
ス
（
理
解
と
応
急
手
当
）

　

11
月
３
日
㈭
㈷

　

９
時
15
分
～
12
時
10
分

Ｂ
コ
ー
ス
（
制
度
と
発
達
段
階
）

　

11
月
６
日
㈰

　

９
時
15
分
～
12
時
10
分

Ｃ
コ
ー
ス
（
支
援
と
関
わ
り
方
）

　

11
月
19
日
㈯

　

９
時
15
分
～
12
時
10
分

▽
会
場

・
東
部
（
松
江
）
会
場

　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

・
西
部
（
浜
田
）
会
場

　

い
わ
み
ー
る

・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
方
法　

島
根
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

▽
申
込
締
切

Ａ
コ
ー
ス　

10
月
24
日
㈪

Ｂ
コ
ー
ス　

10
月
27
日
㈭

Ｃ
コ
ー
ス　

11
月
９
日
㈬

※　

詳
し
く
は
（
社
福
）
島
根
県

社
会
福
祉
協
議
会
（
島
根
県
保
育

士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

申
・
問
（
社
福
）
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐

５
９
５
７
）

◇
離
職
者
等
再
就
職
訓
練

▽
日
時　

12
月
１
日
㈭
～
令
和
５

年
３
月
31
日
㈮
の
平
日　

　

９
時
10
分
～
15
時
50
分

▽
会
場　

島
根
中
央
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
、

パ
ソ
コ
ン
講
習
、
日
商
簿
記
３

級
対
策
、
就
職
支
援
ほ
か

▽
対
象　

公
共
職
業
安
定
所
か
ら

受
講
指
示
（
受
講
推
薦
）
が
受

け
ら
れ
る
求
職
者

▽
料
金　

テ
キ
ス
ト
代
１
万
３
０

０
０
円
程
度
、
保
険
料
３
７
０

０
円
（
任
意
）

▽
申
込
方
法　

最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所
で
相
談
後
、
入
校
願

を
公
共
職
業
安
定
所
へ
提
出

▽
申
込
期
限　

11
月
10
日
㈭

◇
夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

　
（
エ
ク
セ
ル
基
礎
）

▽
日
時　

12
月
５
日
～
23
日
の

㈪
・
㈬
・
㈮　

19
時
～
21
時

▽
会
場　

島
根
中
央
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

エ
ク
セ
ル
基
本
操
作
の

実
習

▽
対
象　

マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド

操
作
が
で
き
る
人

▽
料
金　

１
万
１
０
０
０
円

▽
申
込
期
限　

11
月
21
日
㈪

申
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

▽
受
付
開
始

　

10
月
31
日
㈪
９
時
～

※　

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
申
し
込

み
が
可
能
で
す
。

申
・
問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
０
０

／
火
曜
日
休
館
）

食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー

木
工
館

保
育
士
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

募
　
　
集

　

ご
み
の
分
別
方
法
や
排
出
ル
ー

ル
な
ど
を
ま
と
め
、
全
世
帯
に
配

布
す
る
「
ご
み
の
分
け
方
、
出
し

方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
株
式
会
社

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働
事
業

を
活
用
し
、
令
和
５
年
２
月
に
発

行
す
る
予
定
で
す
。

　

発
行
に
あ
た
り
、
有
料
広
告
掲

載
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
（
予
定
）　

11
月

※　

有
料
広
告
掲
載
の
ご
案
内
の

送
付
や
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
店
舗

へ
訪
問
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問
環
境
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
１
）

　

こ
れ
か
ら
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

使
っ
て
情
報
発
信
を
始
め
た
い
人

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

・
11
月
9
日
㈬

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

・
11
月
17
日
㈭

　

18
時
～
20
時

・
11
月
19
日
㈯

　

10
時
～
12
時

▽
会
場　

市
役
所
４
階
大
講
堂

▽
対
象　

市
内
の
企
業
、
個
人
事

業
主

▽
講
師　

ト
レ
ン
ダ
ー
ズ
株
式
会

社
島
根
オ
フ
ィ
ス

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　

各
回
15
人

▽
募
集
期
限　

各
回
１
週
間
前

申
・
問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
４
）

ご
み
の
分
け
方
、出
し
方

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
広
告

初
心
者
向
けInstagram

運
用
セ
ミ
ナ
ー
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新型コロナウイルス
ワクチン接種 オミクロン株対応ワクチンの接種

　新型コロナウイルス感染症にかかった場合の重症化予防および感染・発症予防を目的
に、オミクロン株対応ワクチンでの追加接種（３～４回目接種）が始まっています。

この時季、空気の乾燥する日
が多くなり、火災が起こりや
すくなります。屋内外問わず
火の用心を心掛けてください。

お出かけは　マスク戸締り　火の用心

家族で取り組もう　住宅防火対策
秋の全国火災予防運動　11月９日～15日

対象者
①初回接種（１・２回目接種）を完了した12歳以上の人

への３回目接種
②３回目接種を完了した12歳以上の人への４回目接種
③４回目接種を完了した18歳以上の該当する人への５回

目接種（※）
※　③に該当する人は、「60歳以上の人」または「18歳
から59歳で、基礎疾患がある人・その他重症化リスクが
高いと医師が認める人・医療従事者等および高齢者施設
の従事者」で、従来型ワクチンで４回目接種を受けてい
る人です。
　接種間隔はいずれも前回接種から５か月の間隔をあけ
て接種します。なお、オミクロン株対応ワクチン接種は、
現時点では１人１回の実施です。

　火災の原因は、たばこ・ストーブ・こんろ・電気機器な
どの生活するうえで身近にある機器が多く占めています。
　日頃から取り組んでいただきたい住宅防火対策を紹介し
ます。家族みんなで、火災から尊い命を守りましょう。

隣近所との協力体制を構築する 対策⑥

習慣①～④
対策①

対策② 対策③ 対策④ 対策⑤

住宅防火　いのちを守る1010のポイント

オミクロン株と従来株に対応した２価ワクチン
（ファイザー社製またはモデルナ社製）

ワクチンの種類

　すでに３回目または４回目の接種券が届いている人で、
まだ接種を受けていない場合は、その接種券が使用でき
ます。
　接種券を紛失した場合は、再発行の申請が必要です。
申請方法など詳しくはお問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。
　今後、接種対象となる人へは、前回接種日から５か月
を経過する時期に接種券を発送します。

※　接種間隔は、短縮される場合があります。

①火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろな
どは安全装置の付いた機器を使用する

②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を
定期的点検し、10年を目安に交換する

③火災の拡大を防ぐために部屋を整理整頓し、寝
具・衣類・カーテンは防炎品を使用する

④火災を小さいうちに消すために、消火器などを
設置し、使い方を確認しておく

⑤高齢者や身体の不自由な人は、避難経路と避難
方法を常に確保し、備えておく

⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策をおこなう

①寝たばこを絶対にしない、させない
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
③こんろを使うときは火のそばを離れない
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグ

は抜く

　初回接種は従来型ワクチンで接種します。初回接種がまだの人で希望する場
合は、接種方法などお問合せいただくか、市ホームページをご確認ください。

初回（１・２回目）接種

接種券

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

つ
の
習
慣

つ
の
対
策

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い

早
く
知
る
・
気
づ
く

燃
え
広
が
ら
せ
な
い

危
な
い
と
判
断
し
た
ら

素
早
く
避
難
す
る

初
期
の
段
階
で
消
火
す
る

４

６



数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

26日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

19日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

26日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂11月の予定
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波根・朝山・富山 10日 24日

久手（鳥越含） 14 28

鳥井・長久（新諸友含） 11 25

静間・五十猛・大屋 ₈ 22

大代・祖式・水上・大森 17 29

川合・久利 ₉ 30

大田（橋北） ₂ 16

大田（橋南） ₄ 18

三瓶・山口（大田野城含）１ 15

温泉津 ₉ 30

湯里・井田 10 24

福波 ₈ 22

仁万 １ 15

天河内・馬路 11 25

宅野・大国 ₄ 18

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　
【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時
【休日】　６日・20日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

11月不燃ごみの収集日

〈広告〉

【手続きを簡素化できる人】
・大田市から国民健康保険高額療養費の支給を受けたことがある世帯
※　10月以降の初回のみ、申請手続きが必要です。
・国民健康保険料の滞納がない世帯
※　令和４年８月以前に高額療養費の申請案内があったものは、簡素化の対
象外です。申請が必要になります。

問市民課（☎0854 - 83 - 8154）

　マイナンバーカードの交付について、次のとおり、休日窓口の開設と平日
の窓口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請や受け取りが難しいかた
は、ぜひ、ご利用ください。なお、混雑緩和のため、予約制とします。

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカードを保管していますの
で受取希望日の５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務　　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
▽申し込み　　予約制
※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状況などによっては、希望の
日時に受け取りができない場合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

これまで
高額療養費の支給に該当
するたびに、申請が必要

　次に該当する人は、10月から国民健康保険の高額療養費の支
給申請の手続きが変わりました。

高額療養費申請手続きが簡単に

マイナンバーカードの手続きに

休日と夜間に窓口を開設

10月
から

２回目以降は、指定された口座へ
自動的に振り込みます

10月から
初回のみ申請が必要

　 休日窓口（日曜日）
８：30～12：00

平日窓口延長（月曜日）
17：15～19：30

11月 13日・27日 ７日・21日
12月 11日・25日 ５日・19日
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〈広告〉〈広告〉

11月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　10月27日㈭、28日㈮、31日㈪
　11月10日㈭、28日㈪、29日㈫、30日㈬
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
11月20日㈰

問収納管理室（☎0854 - 83 - 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 10月31日 11月30日
市　　県　　民　　税 ₃期 ―
国 民 健 康 保 険 料 ₄期 ₅期
後期高齢者医療保険料 ₄期 ₅期

税・保険料

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

₈日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

₄日・11日・18日・
25日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 - 82 - 0091）

こころの健康相談（要予約）

24日㈭　13時30分～15時30分 県央保健所

申・問県央保健所健康増進課（☎0854 - 84 - 9823）

移動ナースバンク

16日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 - 27 - 8510）

福祉のお仕事相談会

22日㈫　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 - 24 - 9340）

若者就労相談

11日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 - 31 - 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

11日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 - 2940 - 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）

₈日㈫・24日㈭　10時～15時
（最終受付時間） 市役所４階大講堂

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 - 24 - 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 - 83 - 8154）

交通事故相談

１日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室

問危機管理課（☎0854 - 83 - 8009）
相談日以外の相談は島根県交通事故相談所（松江市）
（☎0852 - 22 - 5102）

行政相談

４日㈮　₉時～12時 仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）

18日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館

申・問石見法律相談センター（☎0855 - 22 - 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
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豊
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で
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次
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に
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き
継
ご
う
と
日
本
財
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推
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そ
の
一
環
で
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海
と
日
本
プ
ロ
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ェ
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し

ま
ね
実
行
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と
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田
製
菓

株
式
会
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株
式
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社
渡
邊
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産
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品
、
大
田
市
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委
員
会

が
連
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し
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海

の
環
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を
守
る
海
藻
の
役
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考
え
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特
別
授
業
を
お
こ
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い

ま
し
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８
月
23
日
、
あ
け
ぼ
の
こ
ど

も
園
（
久
手
町
）
の
年
長
児
20

人
が
〝
海
の
森
〟
を
題
材
と
し

た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
動
画

　

11
月
２
日
、
石
見
銀
山
世
界
遺

産
登
録
15
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
オ
ペ
ラ
「
石
見
銀
山
」
の
京

都
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
オ
ペ
ラ
は
、
石
見
銀
山
世

界
遺
産
登
録
10
周
年
を
記
念
し
て

創
作
さ
れ
た
も
の
で
、
オ
ペ
ラ
と

神
楽
の
融
合
は
世
界
初
。
石
見
銀

山
の
歴
史
を
表
現
し
た
物
語
を
オ

ペ
ラ
歌
手
と
大
屋
神
楽
社
中
、
小

学
２
年
生
か
ら
70
代
の
市
民
約
40

人
で
構
成
さ
れ
る
オ
ペ
ラ
「
石
見

銀
山
」
合
唱
団
が
一
つ
の
作
品
と

し
て
作
り
上
げ
ま
す
。
今
公
演

は
、
初
演
よ
り
見
ど
こ
ろ
が
増
え

て
い
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
18
日
、
演
出
家
を
交
え
た

練
習
が
あ
り
、
手
の
伸
ば
し
方
な

ど
細
か
い
表
現
の
指
導
や
テ
ン

ポ
、
立
ち
位
置
の
確
認
を
し
な
が

ら
、
作
品
の
仕
上
げ
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
「
石
見
銀
山
」

合
唱
団
の
黒
瀬
徳
嗣
団
長
は
「
石

見
銀
山
の
歴
史
の
魅
力
を
古
都
、

京
都
で
熱
量
を
持
っ
て
伝
え
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

な
ど
を
通
し
て
、
ワ
カ
メ
や
こ

ん
ぶ
な
ど
の
海
藻
を
守
る
こ
と

が
、
温
暖
化
抑
制
な
ど
に
つ
な

が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
色
を
使
い
、

思
い
思
い
に
ワ
カ
メ
や
魚
の
絵

を
描
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
大
田
市
の

特
産
品
「
板
わ
か
め
」
を
販
売
。

売
り
上
げ
の
一
部
は
大
田
市
に

寄
附
さ
れ
、
海
の
保
全
活
動
や

子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
な
ど

に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

海の絵をかいたよ
板ワカメのパッケージデザインに

い
ろ
い
ろ
な
色
を
使
っ
て
、

海
の
絵
を
描
き
ま
し
た

８月28日天領さん大森会場

９月10日琴ヶ浜サンセットライブ

会場の大森まちづくりセンターでは、金魚すくい・
射的などのゲームがあり、縁日気分を味わえました

拾ったゴミが入場券となるライブでは、地元ミュー
ジシャンが熱唱し、訪れた観客は大きな拍手を
送りました

大森の祭りで神楽を舞う場面で
演出家（右前）の指導を受ける出演者


